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 なお、引用文の翻訳は飯島宗享・小倉志祥・吉沢伝三郎編『シェーラ










































































































































































































和を表現する際に、Ausgleich というドイツ語を用いている点である。  




















（Über Ressentiment und moralisches Werturteil , 1912）、『生の哲
学の試み』（Versuche einer Philosophie des Lebens, 1913）、『徳の再








in der Ethik und die materiale Wertethik , 1913-1916）、『人間におけ
７ 
 
る永遠なるもの』（Vom Ewigen im Menschen, 1921）  、『共感の本質










る『宇宙における人間の地位』（Die Stellung des Menschen im Kosmos, 
1928）や知識社会学の著作『知識形態と社会』（Die Wissensformen und 
die Gesellschaft, 1923）である。この時期になって初めて、シェーラ
ーは調和を主題的に扱うことになる。その論文が『調和の時代におけ









































“Der Bildungsbegriff bei Max Scheler”、H.Bokelmann（1958）“Die 
Pädagogik Max Schelers”、T.Rutt（ 1978）“Bildungstheoretische 
Beiträge in den Werken Max Schelers”、K.Windheuser（1990）“Die 













































































 第 1 章から第 5 章までは、主に自己形成における調和のあり方の考
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（3）廣松渉ほか編（1998）『岩波  哲学･思想事典』岩波書店「ハーモ




1988）『マックス・シェーラーの倫理思想』以文社 20-21 頁。  
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第 1 章 道徳的人間形成  

























第 1 節 シェーラーの実質的価値倫理学  
  
1－1 実質的価値倫理学とアプリオリな諸価値  
 
 まず、シェーラーが『倫理学における形式主義と実質的価値倫理学』












理的原理と倫理的原理との関係を確定するために』（ Beiträge zur 















































































































































































































































































































































第 2 節 個別妥当的善と社会的人格 
 










































































































る（ II,495）。  






















































































































































































































































































第 3 節 道徳的人間形成における個人と共同体  
 






































































































































































































































































































論集―』花伝社 16-35 頁。  
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スカル』世界の名著 29 中央公論社）277 頁、283 頁。  
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  ―精神と生の調和―  
 
 


































































第 1 節 シェーラーの哲学的人間学  
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1－1 哲学的人間学の理念  
 
























































































































































関係にあるのかという点は、第 2 節でより詳しく考察したい。  
 




























































































































































第 2 節 精神と生の人間理解  
 






















『否』を発する」ことによって成立するとされている（ IX,42）。  
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第 3 節 人間形成における精神と生の調和  
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    －神と人間との調和－ 
 
 




















第 1 節 哲学的人間学と形而上学的思想  
 
1－1 形而上学的思想の位置づけ  
 
 序章で述べたように、シェーラーの思想は 1912 年までの前現象学





Wissensformen und die Gesellschaft, 1926）や、第 2 章で取り上げた
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哲学的人間学の著作である『宇宙における人間の地位』（Die Stellung 

















































































































































































































































ラーは「無のなかへと深く観入すること」、「絶対無（ das absolute 
































第 2 節 神生成と人間生成  
 




































































































































































































































































































































































第 3 節 神と人間の調和と調和思想 
 
3－1 人間形成における神と人間の調和  
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第 1 節 知識形態と機能化  
 






















































































































































































































































第 2 節 知識の機能化による人間形成  
 












































































































































































で あ り 、 し か も 同 時 に
． ． ． ． ． ．
、 そ の 同 じ 過 程 が 間 断 な き 『 自 己 神 化
． ． ． ．








































神 的 精 神 の 豊 か さ
． ． ．
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問を呈している（新明正道「知識社会学」『新明正道著作集  第 6




第 5 章 人間形成における愛の作用  



































第 1 節 原作用としての愛  
 










































































































































































































































第 2 節 道徳的形成と精神的形成の調和  
 






神 的 形 成 は 質 的 な 変 化
． ． ． ． ．
を 意 味 す る の で あ り 、「 他 と な る こ と






































































2－2 愛の作用と衝動的生  
 















































































第 3 節 他者の人格への愛の作用 
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第 6 章 人間形成と典型  
    ―調和における典型の存在―  
 
 
 第 1 章から第 5 章までは、道徳的形成と精神的形成を中心に自己の
形成を主題としてきた。では、他者は以上のような人間形成の過程に
対して、さらには調和の実現に際してどのように関与しうるのだろう
か。第 6 章および第 7 章では、各人の人間形成および調和に対して他
者が与えうる影響と、その限界について明らかにすることを目的とす


































第 1 節 シェーラーの典型論  
 
































































































































（Ⅹ ,315）。  
 


















































































第 2 節 人間形成と典型  
 
























































































































































































































第 3 節 調和の時代における全人と典型  
 























































































える存在なのである（ IX,105-106）。  





















































































































分の『汝であるところの者の生成（Werde, der du bist）』へと努力し
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第 7 章 他者との共同感情を通じた調和  








きうるのかという問題である。   







































第 1 節 シェーラーの自他関係論と機能的共感  
 











































































































































































































































































































































































































































































Eingehen ）、 自 分 自 身 を 真 に 現 実 的 に 超 越 し て い く こ と
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第 1 節 これまでの考察のまとめ 
 
































































































第 1 章から第 5 章までは、主に個別的人格における調和の問題に取

































































































られるのである（第 7 章参照）。  
 








































































































第 3 節 調和と絶対的価値領域の関係  
 












































































































































タ 人 間 学 （ Metanthropologie ） で あ り 、 作 用
． ．
形 而 上 学
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